
信　　州　　の　　農　　業（1）� 令和６年 10 月１日発行　　　第 683 号

（税込）

2142番地

本
年
５
月
末
、
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
の
改
正
法
が
成
立
し

た
。
先
日
、
改
正
法
成
立
後
に
初

め
て
と
な
る
令
和
七
年
度
の
農
林

関
係
予
算
概
算
要
求
の
概
要
が
公

表
さ
れ
た
。
農
林
水
産
省
が
今
後

の
施
策
展
開
に
際
し
、
ど
の
よ
う

な
事
業
に
ど
の
程
度
の
予
算
を
当

て
る
の
か
？
ま
た
研
究
職
場
の
立

場
か
ら
、
各
種
の
施
策
に
技
術
開

発
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
の
か
？
と
い
っ
た
内
容
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
。

見
出
し
に
は
「
農
業
の
構
造
転

換
の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
初
動

の
５
年
間
で
集
中
的
に
実
施
す

る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
当
場
で
は

す
で
に
、
国
や
民
間
と
共
同
し
、海

外
の
多
収
性
品
種
の
特
性
を
活
用

し
た
高
収
量
大
豆
品
種
の
育
成
、

機
械
収
穫
に
適
し
た
カ
ボ
チ
ャ
品

種
の
評
価
な
ど
、
食
料
安
全
保
障

の
強
化
や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

と
い
っ
た
改
正
基
本
法
の
方
向
性

に
も
つ
な
が
る
研
究
に
着
手
し
て

い
る
が
、
引
き
続
き
国
の
施
策
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
本
県
農
業

の
発
展
に
寄
与
で
き
る
試
験
研
究

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

農
林
水
産
省
が"
構
造
転
換
す

る
"
と
し
た
背
景
に
は
、
農
業
従
事

者
の
急
速
な
減
少
や
低
い
食
料

自
給
率
、
食
料
を
め
ぐ
る
国
際
議

論
の
進
展
な
ど
、
こ
れ
ら
の
課
題

を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
農
業
と

農
村
に
大
き
な
変
化
が
必
要
と
考

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と

に
私
も
異
論
は
な
い
。
し
か
し
本

当
の
構
造
転
換
を
進
め
る
に
は
、

国
が
こ
こ
数
年
間
、
ま
さ
に
一
丁

目
一
番
地
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
、農
地
の
集
積
と
集
約
、農
地
の

改
良
や
整
備
、
新
規
就
農
者
の
確

保
・
育
成
と
い
っ
た
取
り
組
み
だ

け
で
な
く
、
新
た
な
技
術
や
品
種

の
導
入
が
必
要
不
可
欠
で
、
ハ
ー

ド
面
と
ソ
フ
ト
面
が
共
に
セ
ッ
ト

で
実
装
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
の
試
験

研
究
の
役
割
は
大
き
い
。

改
正
基
本
法
の
新
た
な
基
本
理

念
に
「
食
料
の
供
給
の
各
段
階
に

お
い
て
環
境
に
負
荷
を
与
え
る
側

面
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
負

荷
の
低
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
環
境
と
の
調
和
が
図
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
規
定
が
さ

れ
た
。
生
産
性
向
上
と
環
境
負
荷

低
減
を
両
立
さ
せ
る
技
術
の
確
立

は
、
農
業
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々

に
は
、
そ
の
難
し
さ
を
御
理
解
い

た
だ
け
る
と
思
う
。
昔
読
ん
だ
本

に「
技
術
と
は
、開
発
・
改
良
し
た

人
間
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
別
の
人

間
が
知
識
と
し
て
学
習
す
る
こ
と

が
可
能
な
も
の
で
、
蓄
積
性
と
拡

散
性
を
有
し
て
い
る
。
但
し
農
業

技
術
は
工
業
技
術
と
比
較
し
、
再

現
性
が
低
く
、
状
況
依
存
性
が
高

く
な
る
特
徴
を
持
つ
。」と
い
う
内

容
が
あ
っ
た
。
ま
さ
に
、
環
境
負

荷
低
減
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く

研
究
は
、
状
況
依
存
性
や
再
現
性

を
ど
う
克
服
し
て
い
く
か
が
大
き

な
ハ
ー
ド
ル
に
な
る
だ
ろ
う
。

課
題
が
複
雑
化
し
輻
輳
化
す
る

な
か
で
、
実
用
性
の
高
い
研
究
成

果
を
得
る
た
め
に
は
、
研
究
時
間

だ
け
で
な
く
、
事
前
の
課
題
化
に

も
こ
れ
ま
で
以
上
の
時
間
を
割
く

必
要
が
あ
る
。
的
確
な
研
究
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
現
場
に
お

け
る
変
化
や
結
果
の
情
報
が
重
要

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
が
な
い
。

こ
の
た
め
、
農
業
者
の
皆
さ
ん
や

農
業
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
の
関
係

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
試
験
研
究

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
連

携
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

毒
物
劇
物
営
業
者
が
行
う
申
請
・

届
出
等
の
手
続
き
に
つ
い
て

毒
物
劇
物
営
業
者
の
方
々
が
行

う
頻
度
が
高
い
申
請
・
届
出
等
の

手
続
き
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
事
例
①
】

毒
物
劇
物
販
売
業
の
登
録
を
受

け
て
い
る
店
舗
を
別
の
場
所
に
移

転
す
る
。

【
手
続
き
】

「
毒
物
劇
物
販
売
業
登
録
申
請

書
」及
び「
毒
物
劇
物
取
扱
責
任
者

設
置
届
」を
提
出
し
、営
業
を
始
め

る
前
に
新
規
店
舗
に
つ
い
て
販
売

業
の
登
録
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

現
在
の
店
舗
は
、
営
業
の
廃
止

後
三
○
日
以
内
に「
廃
止
届
」を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
事
例
②
】

現
在
、
伝
票
に
よ
る
販
売（
直

接
、現
品
を
取
り
扱
わ
な
い
販
売
）

の
み
で
の
登
録
を
受
け
て
い
る

が
、
現
品
も
取
り
扱
う
こ
と
に
な

っ
た
。

【
手
続
き
】

現
品
を
取
り
扱
う
場
合
は
、
毒

物
劇
物
専
用
の
貯
蔵
設
備
の
設
置

と
毒
物
劇
物
取
扱
責
任
者
の
設
置

が
必
要
で
す
。
そ
の
場
合
、
変
更

後
三
〇
日
以
内
に「
変
更
届
」及
び

「
毒
物
劇
物
取
扱
責
任
者
設
置
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

登
録
票
の
記
載
事
項
に
変
更
が
生

じ
た
と
き
は
、
登
録
票
の
書
換
え

交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
事
例
③
】

店
舗
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し

た
際
、
毒
物
劇
物
の
貯
蔵
設
備
の

重
要
な
部
分
を
変
更
し
た
。

【
手
続
き
】

変
更
後
三
○
日
以
内
に「
変
更

届
」を
提
出
し
、管
轄
す
る
保
健
所

の
現
地
確
認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
事
例
④
】

人
事
異
動
で
毒
物
劇
物
取
扱
責

任
者
が
変
更
に
な
っ
た
。

【
手
続
き
】

変
更
後
三
○
日
以
内
に「
毒
物

劇
物
取
扱
責
任
者
変
更
届
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
事
例
⑤
】

登
録
票
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
。

【
手
続
き
】

「
登
録
票
再
交
付
申
請
書
」に
理

由
書
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
申
請
・
届
出
等
は
、
管
轄
す
る

保
健
福
祉
事
務
所（
保
健
所
）ま
で

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
事
例
①

～
③
に
該
当
す
る
場
合
は
事
前
に

保
健
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

紹
介
し
た
申
請
・
届
出
書
の
様

式
は
薬
事
管
理
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
手
続
き
に
関
し
て
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
保
健
所
ま
た
は

当
課（
電
話

：

〇
二
六
―

二
三
五

―

七
一
五
九
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
健
康
福
祉
部
薬
事
管
理
課
）

大
豆
栽
培
に
お
け
る「
ホ
ソ

ア
オ
ゲ
イ
ト
ウ
」
の
防
除
体

系
確
立
の
た
め
の
実
証
試
験

と
現
地
検
討
会
の
開
催

上
伊
那
地
域
の
大
豆
の
生
産
現

場
で
は
、難
防
除
雑
草
で
あ
る「
ホ

ソ
ア
オ
ゲ
イ
ト
ウ
」が
発
生
し
、刈

取
り
時
の
汚
粒
発
生
に
よ
っ
て
起

こ
る
品
質
低
下
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。「
ホ
ソ
ア
オ
ゲ
イ
ト
ウ
」

は
大
豆
の
連
作
、
同
一
の
除
草
剤

の
連
用
等
を
背
景
に
占
有
し
、
刈

取
り
の
際
、
コ
ン
バ
イ
ン
に
種
が

付
着
す
る
こ
と
で
次
年
度
の
生
息

域
を
拡
大
さ
せ
ま
す
。
防
除
対
策

と
し
て
は
、耕
種
的
防
除
、化
学
的

防
除
が
原
則
で
、具
体
的
に
は「
ホ

ソ
ア
オ
ゲ
イ
ト
ウ
」
が
繁
茂
す
る

ほ
場
の
刈
取
り
を
最
後
に
行
う
こ

と
、
効
果
の
高
い
除
草
剤
の
選
択

使
用
が
必
要
で
す
。

令
和
５
年
度
か
ら
上
伊
那
地
域

の
大
豆
栽
培
指
針
に
新
た
に「
ア

タ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
ト
乳
剤
」
を
採
用

し
、「
ホ
ソ
ア
オ
ゲ
イ
ト
ウ
に
対
す

る
除
草
効
果
」に
つ
い
て
、大
豆
生

産
者
へ
の
周
知
を
目
的
と
し
、
昨

年
度
か
ら
継
続
し
て
、
実
証
試
験

の
実
施
と
現
地
検
討
会
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

ア
タ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
ト
乳
剤
は

「
ホ
ソ
ア
オ
ゲ
イ
ト
ウ
」を
は
じ
め

と
す
る
広
葉
雑
草
に
対
し
て
高
い

効
果
を
示
し
ま
す
。

昨
年
度
の
実
証
試
験
で
は
、
慣

行
除
草
剤
と
の
比
較
で
、「
ホ
ソ
ア

オ
ゲ
イ
ト
ウ
」に
対
し
、高
い
効
果

を
示
し
ま
し
た
。更
に
今
年
度
は
、

ア
タ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
ト
乳
剤
と
慣
行

除
草
、
土
壌
処
理
剤
を
用
い
た
３

剤
で
の
体
系
処
理
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

昨
年
度
の
現
地
検
討
会
に
参
加

し
た
生
産
者
か
ら
は「
来
年
か
ら

は
ア
タ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
ト
乳
剤
に
切

り
替
え
る
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

実
証
試
験
と
現
地
検
討
会
を
通

じ
て
、
上
伊
那
管
内
で
生
産
さ
れ

る
大
豆
の
高
品
質
化
に
繋
げ
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
上
伊
那
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

技
師
　
坂
本
舜
太
）

■

随

筆

■

『
雑
　
感
』

長
野
県
野
菜
花
き
試
験
場
　
　
　
　
　

　
場
長
　
堀
　
澄
人

農
産
物
輸
出
の
高
い
壁

令
和
４
年
春
に
１
ド
ル
１
２
０

円
を
記
録
し
て
以
降
、
日
米
間
に

お
け
る
政
策
金
利
差
の
拡
大
な
ど

に
よ
り
円
安
が
加
速
。
加
え
て
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
の
影
響
も
重

な
り
、
肥
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

の
価
格
も
高
騰
。
こ
れ
ら
の
海
外

依
存
度
が
高
い
日
本
農
業
は
、
生

産
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
り
大
き
な

打
撃
を
受
け
続
け
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
情
勢
に
対
応
す
べ
く
、
土

壌
分
析
に
基
づ
く
適
正
施
肥
の
推

進
や
、
未
利
用
資
源
を
含
め
た
有

機
質
肥
料
の
検
討
が
進
み
、
衛
星

や
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
画
像
診

断
に
基
づ
く
局
所
施
肥
な
ど
の
新

し
い
技
術
開
発
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。

と
こ
ろ
で
、
経
営
学
者
メ
ギ
ン

ソ
ン
の
言
葉
に「
強
い
者
や
賢
い

者
が
生
き
残
る
の
で
は
な
い
。
生

き
残
る
の
は
、『
変
化
』
で
き
る
者

で
あ
る
」
が
あ
る
。
昨
今
の
世
界

情
勢
に
対
す
る
前
述
の
対
応
は
、

「
変
化
」の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
為
替
相
場
の
変
化
は
予
想

不
可
能
。
相
場
の
乱
高
下
も
激
し

く
、金
融
政
策
な
ど
変
化
に
よ
り
、

再
び
円
安
に
見
舞
わ
れ
る
可
能
性

も
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な

状
況
に
適
応
す
る
た
め
に
は
、
円

安
を
味
方
に
で
き
る「
輸
出
」
も

「
変
化
」の
ひ
と
つ
と
思
う
。
と
こ

ろ
が
、農
産
物
の
輸
出
、と
り
わ
け

「
新
規
相
手
国
／
品
目
の
開
拓
」の

ハ
ー
ド
ル
は
極
め
て
高
い
。
農
水

省
で
は
相
手
国
に
残
留
農
薬
基
準

を
設
定
す
る
た
め
の
申
請
支
援
を

行
っ
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
そ
の

主
体
は
輸
出
す
る
者
で
あ
る
。

農
産
物
の
輸
出
は
円
高
や
検
疫

上
の
リ
ス
ク
を
伴
う
た
め
、
日
本

国
内
向
け
の
防
除
体
系
で
農
産
物

を
生
産
し
た
上
で
、
輸
出
相
手
国

の
残
留
基
準
と
検
疫
を
ク
リ
ア
で

き
る
防
除
体
系
が
求
め
ら
れ
る
。

一
方
で
、
相
手
国
で
残
留
基
準
値

が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
農
薬
や
、

残
留
基
準
が
日
本
よ
り
も
厳
し
い

農
薬
を
、
我
々
は
指
導
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
輸
出
を
支
援
し
た

く
て
も
、
指
導
で
き
る
農
薬
が
極

め
て
限
定
的
な
ケ
ー
ス
が
多
く
、

歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
て
い
る
。

道
を
切
り
拓
く
パ
イ
オ
ニ
ア
に

は
、苦
労
が
伴
う
の
が
常
で
あ
る
。

限
定
的
な
支
援
し
か
行
え
な
い
と

は
言
え
、
信
州
の
美
味
し
い
農
産

物
を
海
外
の
皆
様
に
お
届
け
で
き

る
よ
う
、寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
。

（
木
偶
坊
）

昨
年
度
現
地
検
討
会
の
様
子

ししぶぶとといいハハダダニニははササララババででごござざるる！！

虫虫ににもも病病気気ににもも効効くく新新タタイイププのの殺殺虫虫剤剤！！

カカイイガガララムムシシ類類・・チチョョウウ目目害害虫虫防防除除にに！！

フフロロアアブブルル

パパワワフフルルフフルルーーツツ殺殺菌菌剤剤！！

新新規規系系統統ののううどどんんここ病病防防除除剤剤
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■
目
的
と
実
施
状
況

本
事
業
は
、
地
域
に
お
け
る
農

作
物
の
病
害
虫
・
雑
草
等
に
関
わ

る
課
題
解
決
と
新
技
術
の
迅
速
で

効
率
的
な
普
及
を
図
る
た
め
、
新

た
に
普
及
に
移
さ
れ
た
農
業
技
術

を
主
体
に
今
後
普
及
技
術
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
る
見
込
み
の
技
術

等
を
含
め
、
現
地
普
及
展
示
ほ
を

設
置
し
、
実
用
性
の
確
認
と
周
辺

地
域
へ
の
波
及
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

令
和
６
年
度
は
９
か
所
の
農
業

農
村
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

各
地
域
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
病

害
虫
を
対
象
に
、殺
菌
剤
20
課
題
、

殺
虫
剤
14
課
題
の
計
34
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
る（
表
１
）。

■
巡
回
調
査
に
よ
る
現
地
検
討
会

東
北
信
２
回
、
中
南
信
２
回
の

計
４
回
、現
地
検
討
会
を
行
っ
た
。

支
援
セ
ン
タ
ー
、
農
業
関
係
試
験

場
、委
託
農
薬
メ
ー
カ
ー
、全
農
長

野
、
県
植
物
防
疫
協
会
な
ど
が
参

集
し
、実
施
状
況
の
確
認
や
、現
場

課
題
の
共
有
を
行
っ
た
。

■
７
月
16
日
東
北
信
①

北
信
２
課
題
、長
野
１
課
題
、上

田
２
課
題
に
つ
い
て
巡
回
を
実
施

し
た
。
北
信
支
援
セ
ン
タ
ー
で
実

施
し
た
、
シ
ャ
ク
ヤ
ク
う
ど
ん
こ

病
に
対
す
る
パ
レ
ー
ド
20
フ
ロ
ア

ブ
ル
の
防
除
効
果
試
験
で
は
、
無

散
布
と
比
較
し
て
対
象
病
害
の
発

生
が
少
な
い
様
子
が
伺
え
た
。
ま

た
、
長
野
支
援
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
た
、
モ
モ
せ
ん
孔
細
菌
病
に
対

す
る
Ｉ
Ｃ
ジ
ン
ク
水
和
剤
の
防
除

効
果
試
験
で
は
、
試
験
薬
剤
は
対

照
の
慣
行
薬
剤
と
同
等
に
対
象
病

害
の
発
生
を
抑
え
て
い
た
。な
お
、

本
年
は
地
域
内
で
の
本
病
の
発
生

は
少
な
く
、
生
育
は
良
好
で
あ
る

と
の
こ
と
だ
っ
た（
写
真
１
）。

■
７
月
22
日
中
南
信
①

南
信
州
２
課
題
、
上
伊
那
１
課

題
、
諏
訪
１
課
題
に
つ
い
て
巡
回

を
実
施
し
た
。
南
信
州
支
援
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
た
、
ね
ぎ
の
ネ
ダ

ニ
類
に
対
す
る
グ
レ
ー
シ
ア
乳
剤

の
防
除
効
果
試
験
で
は
、
ロ
ビ
ン

ネ
ダ
ニ
に
対
す
る
株
元
潅
注
処
理

の
効
果
に
つ
い
て
、
土
壌
中
の
虫

数
を
ツ
ル
グ
レ
ン
装
置
を
用
い
て

調
査
す
る
な
ど
緻
密
な
調
査
が
行

わ
れ
て
い
た
。

■
８
月
８
日
中
南
信
②

北
ア
ル
プ
ス
２
課
題
、
松
本
２

課
題
に
つ
い
て
巡
回
を
実
施
し

た
。
北
ア
ル
プ
ス
支
援
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
た
、
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ（
子
実
）の
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
に

対
す
る
プ
レ
バ
ソ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル

５
の
防
除
効
果
試
験
で
は
、
フ
ェ

ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ
を
用
い
た
発
生

予
察
調
査
を
並
行
し
て
実
施
し
て

お
り
、
巡
回
後
の
８
月
中
旬
頃
に

ド
ロ
ー
ン
を
用
い
て
散
布
予
定
で

あ
っ
た
。

■
９
月
10
日
東
北
信
②

佐
久
２
課
題
に
つ
い
て
巡
回
を

実
施
し
た
。
キ
ャ
ベ
ツ
の
ア
ザ
ミ

ウ
マ
類
に
対
す
る
ベ
ネ
ビ
ア
Ｏ
Ｄ

の
防
除
効
果
試
験
で
は
、
対
照
の

慣
行
薬
剤
と
比
較
し
て
優
る
防
除

効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
ほ
場

主
か
ら
は
、
本
剤
の
防
除
効
果
に

対
し
好
意
的
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ

た（
写
真
２
）。

■
今
後
の
予
定

12
月
17
日
に
除
草
剤
を
含
め
、

成
績
検
討
会
を
開
催
予
定
で
あ
る

（
関
係
者
の
み
、
非
公
開
）。
得
ら

れ
た
成
果
は
、
各
地
域
の
栽
培
反

省
検
討
会
や
講
習
会
等
で
情
報
提

供
さ
れ
、
技
術
の
迅
速
な
普
及
が

図
ら
れ
る
。ま
た
１
月
以
降
に
は
、

令
和
７
年
度
に
向
け
た
設
置
課
題

の
検
討
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

『
農
薬
等
普
及
展
示
事
業
』

（
殺
虫
剤
・
殺
菌
剤
関
連
試
験
）

＊
令
和
６
年
度
の
取
り
組
み
状
況
と
　
　
　
　
　
　
　 

現
地
巡
回
検
討
会
の
概
要
に
つ
い
て
＊

農
業
技
術
課
　
専
門
技
術
員
　
横
澤
志
織

表１　令和６年度 農薬等普及展示ほ設置一覧（殺菌剤及び殺虫剤）

対 象 作 物 対 象 病 害 虫 試 験 薬 剤 名 実施場所 普及薬剤

小麦 赤かび病 ワークアップフロアブル 上田 ◯

りんご

腐らん病 トップジンＭ水和剤 佐久 ◯

黒星病 ストライド顆粒水和剤 北アルプス

赤星病 ロンセラーフロアブル 北アルプス

褐斑病

ロンセラーフロアブル 上田、北信

ベルクート水和剤、フロアブル 北アルプス、
北信

ダイパワー水和剤、
ベルクートフロアブル（体系） 佐久

なし 黒星病 ベランティーフロアブル 南信州

もも
灰星病 ベランティーフロアブル 松本

せん孔細菌病 ＩＣジンク水和剤 長野

キャベツ べと病 ザンプロＤＭフロアブル 佐久

ブロッコリー 黒すす病 カナメフロアブル 佐久

はくさい 炭疽病
トップジンＭ水和剤 北アルプス ◯

ファンタジスタ顆粒水和剤 佐久 ◯

セルリー 軟腐病 クプロシールド 諏訪

せんぶり さび病 ダコニール１０００ 上田 ◯

花き類（シャクヤク） うどんこ病 パレード２０フロアブル 北信

樹木類（ユーカリ） 炭疽病 ペンコゼブ水和剤 上伊那

だいず マメシンクイガ ダイアジノン粒剤５ 諏訪 ◯

飼料用とうもろこし（子実） アワノメイガ プレバソンフロアブル５ 北アルプス

かき カイガラムシ類 モベントフロアブル 南信州 ◯

ピーマン アブラムシ類 ベリマークＳＣ 南信州

すいか アブラムシ類
ヨーバルフロアブル 上伊那

プリロッソ粒剤オメガ 松本

いちご アザミウマ類 ダブルシューターＳＥ 佐久

キャベツ アザミウマ類 ベネビアＯＤ 佐久

はくさい アブラムシ類 セフィーナＤＣ 佐久

はくさい コナガ、アブラムシ類 ベリマークＳＣ 佐久

アスパラガス
ナメクジ類 ナメクリーン３ 北信

アザミウマ類 ダブルシューターＳＥ 上田

ねぎ ネダニ類 グレーシア乳剤 南信州 ◯

花き類（カーネーション） ハダニ類 ダブルシューターＳＥ 松本
写真１

写真２
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【
質
問
】
根
こ
ぶ
病
と
ネ
コ
ブ

セ
ン
チ
ュ
ウ
の
見
分
け
方
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】

農
作
物
の
根
を
地
面
か
ら
引
き

抜
い
た
ら
、
こ
ぶ
が
つ
い
て
い
た

と
い
う
こ
と
は
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
農
作
物
の
根
に
こ
ぶ
が
生
じ

る
原
因
と
し
て
、
根
こ
ぶ
病
と
ネ

コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
よ
る
寄
生
が

あ
り
ま
す
。
今
回
は
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
見

分
け
方
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◇
根
こ
ぶ
病

根
こ
ぶ
病
は
植
物
病
原
菌（
糸

状
菌
）
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
病
気
で
す
。
根
こ
ぶ
病
は
ア
ブ

ラ
ナ
科
野
菜
に
の
み
発
生
し
、
根

に
感
染
し
て
コ
ブ
を
形
成
し
、
肥

大
さ
せ
る
こ
と
で
植
物
の
根
の
機

能
が
阻
害
さ
れ
、
地
上
部
が
枯
れ

る
病
気
で
す
。

◇
ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ

ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ
は
土
壌
中

に
生
息
す
る
細
長
い
糸
の
よ
う
な

土
壌
動
物
・
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
一
種

で
、
体
長
は
０
・
４
～
０
・
５
㎜
程

度
で
、
幼
虫
が
根
の
先
端
付
近
か

ら
侵
入
し
、
根
の
組
織
に
寄
生
・

定
着
し
て
栄
養
を
吸
収
し
ま
す
。

こ
の
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
寄
生
さ
れ
た

作
物
の
根
は
、
数
珠
の
よ
う
に
コ

ブ
が
膨
れ
、
栄
養
の
吸
収
が
阻
害

さ
れ
、
地
上
部
が
は
し
お
れ
た
り
、

枯
れ
ま
す
。
ま
た
ニ
ン
ジ
ン
や
ゴ

ボ
ウ
等
の
根
菜
類
は
根
の
奇
形
や

枝
分
か
れ
と
な
り
ま
す
。
ネ
コ
ブ

セ
ン
チ
ュ
ウ
は
５
０
０
種
以
上
の

植
物
に
寄
生
し
ま
す
が
、
農
作
物

で
は
特
に
ナ
ス
科
の
ト
マ
ト
、
ナ

ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
ウ
リ
科
の
キ
ュ
ウ

リ
、
メ
ロ
ン
、
ス
イ
カ
等
で
被
害
が

大
き
く
な
り
ま
す
。

◇
見
分
け
方

あ
る
農
作
物
の
根
に
こ
ぶ
が
認

め
ら
れ
た
場
合
、
被
害
を
受
け
て

い
る
農
作
物
の
種
類
や
こ
ぶ
の
症

状
等
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
、

根
こ
ぶ
病
か
ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ

に
よ
る
被
害
か
判
別
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

⑴
被
害
を
受
け
て
い
る
農
作
物
の

種
類
で
判
断

根
こ
ぶ
病
に
よ
る
被
害
は
、
キ

ャ
ベ
ツ
や
白
菜
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

等
の
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
の
み
に
発

生
し
ま
す
。
一
方
、
ネ
コ
ブ
セ
ン

チ
ュ
ウ
に
よ
る
被
害
は
、
ウ
リ
科

（
キ
ュ
ウ
リ
、
ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
、

等
）、
ナ
ス
科（
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
ピ

ー
マ
ン
）が
多
く
、ア
ブ
ラ
ナ
科
野

菜
で
た
ま
に
発
生
し
ま
す
。
こ
の

た
め
、
被
害
を
受
け
て
い
る
農
作

物
の
種
類
に
よ
り
判
別
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

⑵
こ
ぶ
の
症
状
の
確
認

ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
で
こ
ぶ
が
認

め
ら
れ
た
場
合
は
、
こ
ぶ
を
観
察

し
ま
す
。
根
こ
ぶ
病
の
場
合
、
大

小
さ
ま
ざ
ま
な
こ
ぶ
を
形
成
し
、

地
際
近
く
の
主
根
に
大
き
な
こ
ぶ

を
形
成
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
よ

る
被
害
の
場
合
、
根
こ
ぶ
病
よ
り

も
こ
ぶ
が
小
さ
く
、
根
全
体
に
多

数
で
き
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
初

期
症
状
や
症
状
が
軽
い
場
合
、
根

こ
ぶ
病
の
場
合
は
こ
ぶ
の
表
面
は

滑
ら
か
で
、
ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ

に
よ
る
被
害
の
場
合
は
ゴ
ツ
ゴ
ツ

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
こ
ぶ
を
顕
微
鏡
で
観
察

こ
ぶ
を
確
認
し
て
も
判
別
が

つ
か
な
い
場
合
は
、
こ
ぶ
の
切
片

を
作
成
し
、
光
学
顕
微
鏡
等
の
機

器
を
使
っ
て
調
べ
ま
す
。
根
こ
ぶ

病
の
場
合
は
、
根
こ
ぶ
病
菌
の
変

形
体
ま
た
は
休
眠
胞
子
が
観
察
さ

れ
、
ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
よ
る

被
害
の
場
合
は
ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ

ウ
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
こ
の
方
法
に
は
顕
微
鏡

や
観
察
す
る
た
め
の
専
用
の
器
具

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
現
場
で
で

き
る
簡
易
な
手
法
と
し
て
、
ア
ブ

ラ
ナ
科
野
菜
に
こ
ぶ
が
で
き
た
畑

に
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
以
外
の
品

目（
特
に
ウ
リ
科
や
ナ
ス
科
の
野

菜
）を
栽
培
し
て
み
て
、根
に
こ
ぶ

が
で
き
れ
ば
ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ

に
よ
る
被
害
、
で
き
な
け
れ
ば
根

こ
ぶ
病
と
判
別
で
き
ま
す
。

（
野
菜
花
き
試
験
場
　
石
山
佳
幸
）

茎
で
は
初
め
、
不
整
形
の
褐
変
病

斑
が
認
め
ら
れ
、
病
徴
が
進
む
と

病
斑
部
分
に
黒
色
小
粒
点（
偽
子

の
う
殻
）を
形
成
す
る
ほ
か
、橙
色

の
粘
質
物
が
発
生
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。茎
で
は
病
徴
が
進
む
と
、

そ
れ
よ
り
上
部
ま
で
の
給
水
が
困

難
と
な
り
枯
死
す
る
こ
と
か
ら
、

地
際
近
く
の
茎
で
発
病
が
認
め
ら

れ
る
と
被
害
が
大
き
く
な
り
や
す

い
病
害
で
す
。

病
原
菌
の
生
育
好
適
条
件
は
25

℃
程
度
で
す
が
、
５
～
35
℃
の
広

い
範
囲
で
生
育
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
栽
培
期
間
を
通
じ
て
問

題
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
特

定
の
期
間
を
重
点
的
に
防
除
す
る

よ
り
も
、
栽
培
期
間
を
通
じ
て
継

続
し
た
対
策
が
有
効
で
す
。な
お
、

病
原
菌
は
降
雨
日
～
降
雨
直
後
の

過
湿
条
件
で
胞
子
の
飛
散
が
活
発

と
な
り
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま

す
。
薬
剤
散
布
を
行
う
場
合
は
、

降
雨
が
予
想
さ
れ
る
前
日
等
か
ら

の
予
防
的
な
対
策
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
合
わ
せ
て
雨
水

や
灌
水
が
滞
水
し
な
い
よ
う
排
水

対
策
を
講
じ
る
他
、
泥
は
ね
を
防

止
し
、
土
壌
か
ら
の
菌
の
飛
散
を

抑
制
す
る
よ
う
な
耕
種
的
な
対
策

も
有
効
で
す
。

有
効
な
薬
剤
の
１
つ
と
し
て
、

本
県
で
は
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
ペ
ー
ス

ト
の
塗
布
に
よ
る
防
除
効
果
が
過

去
の
試
験
で
確
認
さ
れ
、
長
野
県

病
害
虫
・
雑
草
防
除
基
準
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
発
病
前
か
ら
の

予
防
的
な
対
策
が
基
本
と
な
り
ま

す
が
、
茎
部
に
発
病
が
認
め
ら
れ

【
質
問
】
キ
ュ
ウ
リ
つ
る
枯
病

の
防
除
時
期
及
び
有
効
な
薬

剤
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】

キ
ュ
ウ
リ
つ
る
枯
病
は
、
き
ゅ

う
り
の
地
上
部
に
感
染
す
る
糸
状

菌
病
害（
カ
ビ
）
で
す
。
露
地
、
雨

よ
け
、
施
設
の
い
ず
れ
で
も
発
病

が
認
め
ら
れ
ま
す
。
病
徴
は
、
葉

で
は
初
め
、
縁
か
ら
の
枯
れ
こ
み

が
認
め
ら
れ
、
徐
々
に
葉
元
に
集

約
す
る
よ
う
な
扇
状（
ク
サ
ビ
状
）

に
病
斑
が
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

質問に
答えて 
質問に
答えて 

た
際
に
は
本
剤
で
病
斑
部
を
覆
う

よ
う
に
塗
布
す
る
こ
と
で
、
病
徴

の
進
展
や
周
囲
へ
の
胞
子
飛
散
を

抑
制
で
き
ま
す
。
な
お
、
病
斑
が

茎
内
部
ま
で
進
行
し
て
い
る
場
合

に
は
本
剤
の
効
果
が
得
ら
れ
に
く

い
た
め
、
発
病
初
期
の
処
理
に
留

意
し
、
塗
布
時
に
は
可
能
な
限
り

病
斑
部
を
削
り
取
っ
た
後
に
薬
剤

を
処
理
す
る
こ
と
で
効
果
が
高
ま

り
ま
す
。
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試
験
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藤

結
宇
）

令
和
６
年
産
水
稲
の
作
柄
概
況

農
林
水
産
省
の
８
月
30
日
の
発

表
に
よ
る
と
、
令
和
６
年
産
水
稲

の
８
月
15
日
現
在
に
お
け
る
作
柄

予
測
は
、「
良
」
が
青
森
県
、「
や
や

良
」
が
東
北
地
方
な
ど
の
11
道
府

県
、「
平
年
並
み
」
が
長
野
県
・
新

潟
県
を
含
む
31
都
府
県
、「
や
や
不

良
」
が
佐
賀
、
長
崎
、
宮
崎
の
３
県

と
見
込
ま
れ
ま
す
。
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ブ
ド
ウ
黒
と
う
病

長
野
県
内
の
ぶ
ど
う
産
地
で
は
、

「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」、「
ク
イ

ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
Ⓡ
」
な
ど
の
欧
州
系

品
種
の
生
産
拡
大
に
伴
い
、本
病
の

発
生
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
本

病
はE

lsinoe am
pelina

に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
、ブ
ド
ウ
の
幼

若
組
織
は
ど
こ
で
も
侵
さ
れ
、果
実

を
は
じ
め
葉
、
新
梢
、
巻
き
ひ
げ
な

ど
に
発
病
す
る
。

病
徴初

め
は
黒
褐
色
円
形
の
小
斑
点

を
生
じ
、
の
ち
に
拡
大
し
て
中
央

部
が
灰
白
色
で
周
辺
部
が
鮮
紅
色

～
紫
黒
色
の
陥
没
し
た
病
斑
と

な
る
。
こ
の
症
状
か
ら
、「bird's 

eye spot

（
鳥
眼
病
）
」
と
英
名

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
葉
の
病
斑

は
水
の
た
ま
り
や
す
い
中
肋
や
葉

脈
に
そ
っ
て
連
続
し
て
で
き
る
こ

と
も
あ
り
、
中
心
部
に
亀
裂
を
生

じ
て
穴
が
あ
く
こ
と
も
あ
る
。
ま

た
、
多
数
の
病
斑
を
生
じ
る
と
葉

は
奇
形
葉
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。

新
梢
で
は
、
黄
白
色
の
斑
点
が
現

れ
、
後
に
赤
褐
色
～
黒
褐
色
に
変

わ
り
表
面
が
荒
い
楕
円
形
の
病
斑

と
な
る
。
ま
た
、
新
梢
の
先
端
や

巻
き
ひ
げ
に
発
生
す
る
と
、
全
体

が
黒
褐
色
に
枯
死
す
る
こ
と
が
あ

る
。
果
実
で
は
、
初
め
黒
褐
色
の

小
斑
点
を
生
じ
、
そ
の
後
進
展
し

て
、
直
径
２
～
５
㎜
の
円
形
で
少

し
く
ぼ
ん
だ
病
斑
と
な
る
。
病
斑

部
の
中
央
は
灰
白
色
で
、
外
側
は

黒
褐
色
、
さ
ら
に
周
辺
部
は
陥
没

し
、
鮮
紅
色
な
い
し
紫
色
の
輪
帯

で
縁
取
ら
れ
た
病
斑
と
な
る（
写

真
１
）。

発
生
生
態

病
原
菌
は
結
果
枝
や
巻
き
ひ
げ

な
ど
の
病
斑
内
で
菌
糸
の
状
態
で

越
冬
し
、翌
年
の
伝
染
源
と
な
る
。

４
～
５
月
こ
ろ
に
降
雨
に
よ
っ
て

病
斑
上
に
多
数
の
分
生
胞
子
が
形

成
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
雨
滴
に
よ
っ

て
伝
搬
し
、
植
物
体
の
各
部
位
に

侵
入
・
感
染
す
る
。病
斑
形
成
後
、

数
日
を
経
て
胞
子
を
形
成
し
始

め
、
二
次
伝
染
を
繰
り
返
す
。
生

育
期
に
降
雨
が
多
い
年
は
多
発
し

や
す
い
。
潜
伏
期
間
は
若
い
葉
で

３
～
７
日
、
葉
の
生
育
と
と
も
に

長
く
な
り
、
硬
化
し
た
葉
や
新
梢

で
は
発
病
し
な
く
な
る
。「
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」に
お
い
て
は
、

果
房
へ
の
感
染
は
落
花
10
日
～
20

日
ま
で
が
ピ
ー
ク
で
、
落
花
30
日

頃
ま
で
感
染
、
発
病
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

防
除
対
策

・
耕
種
的
防
除

一
次
伝
染
源
で
あ
る
罹
病
結
果

枝
や
巻
き
ひ
げ
を
除
去
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
短
梢
せ
ん
定
栽

培
樹
や
樹
勢
の
強
い
樹
で
は
、
新

梢
先
端
や
副
梢
が
遅
い
時
期
ま
で

伸
長
し
、
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る

た
め
、
新
梢
管
理
や
薬
剤
防
除
を

し
っ
か
り
行
う
。

・
化
学
的
防
除

本
病
に
か
か
り
や
す
い
欧
州
系

品
種「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」や

「
ク
イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
Ⓡ
」
で
は
、

生
育
期
防
除
の
み
で
は
十
分
な
防

除
効
果
が
得
ら
れ
な
い
た
め
、
発

芽
前
の
防
除
も
あ
わ
せ
て
行
う
。

発
芽
前
の
防
除
で
は
、
デ
ラ
ン
フ

ロ
ア
ブ
ル
ま
た
は
石
灰
硫
黄
合
剤

を
散
布
す
る
。
な
お
、
石
灰
硫
黄

合
剤
を
散
布
す
る
場
合
は
、
晩
腐

病
、
つ
る
割
病
防
除
の
た
め
に
べ

い
よ
う
に
注
意
す
る
。
展
葉
２
～

３
枚
か
ら
開
花
期
ま
で
は
、
キ
ノ

ン
ド
ー
水
和
剤
80
、
チ
ウ
ラ
ム
フ

ロ
ア
ブ
ル
を
散
布
す
る
。
落
花
期

か
ら
梅
雨
期
に
か
け
て
は
、
マ
ン

ゼ
ブ
水
和
剤
、
オ
ー
ソ
サ
イ
ド
水

和
剤
80
等
を
散
布
す
る
。
な
お
、

本
県
で
は
Ｑ
ｏ
Ｉ
剤
耐
性
黒
と
う

病
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
る
地

域
が
あ
る
た
め
、
注
意
す
る
。
袋

か
け
後
の
夏
秋
季
に
も
副
梢
葉
を

中
心
に
発
病
が
増
加
す
る
た
め
、

適
切
な
新
梢
管
理
を
実
施
し
、
袋

掛
け
直
後
か
ら
収
穫
ま
で
無
機
銅

剤
に
よ
る
防
除
を
実
施
す
る
。

＊
紙
面
の
都
合
上
、本
文
中
の
農
薬

の
登
録
内
容
は
記
載
を
省
略
し
た
。

農
薬
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
最
新

の
登
録
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
。
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樹
試
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袋
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子
）

あ
っ
て
は
本
葉
切
り
落
と
し
開
始

の
前
日
ま
で
」で
登
録
拡
大
さ
れ
、

さ
ら
に「
キ
ャ
ベ
ツ
」の
使
用
時
期

が「
収
穫
前
日
ま
で
」
と
な
り
、
よ

り
使
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
製
品
の
登
録
内
容
、
適

用
拡
大
情
報
な
ど
の
詳
細
は
弊
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
の
上

ご
指
導
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
も
生

産
者
の
皆
様
が
よ
り
効
率
的
に
品

質
の
高
い
農
作
物
を
生
産
で
き
る

よ
う
、
貢
献
で
き
る
製
品
情
報
を

お
届
け
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
引
き
続
き
弊
社
製
品
を
ご
愛

顧
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

日
本
で
は
１
９
９
６
年
10
月
に

登
録
さ
れ
、
果
樹
類
を
は
じ
め
葉

菜
類
、
花
卉
類
・
観
葉
植
物
な
ど

幅
広
い
作
物
で
使
用
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
セ
イ
ビ
ア
ー
フ

ロ
ア
ブ
ル
は
各
作
物
の
炭
疽
病
、

菌
核
病
、灰
色
か
び
病
に
対
し
、予

防
散
布
で
長
い
残
効
を
示
す
だ
け

で
な
く
、
散
布
さ
れ
た
有
効
成
分

が
作
物
表
面
の
ワ
ッ
ク
ス
成
分
と

親
和
す
る
こ
と
で
強
い
耐
雨
性
を

示
し
ま
す
。
降
雨
だ
け
で
な
く
、

灌
水
時
な
ど
に
発
生
す
る
土
壌
水

分
の
跳
ね
上
が
り
に
よ
る
病
害
感

染
に
対
し
て
も
同
様
に
高
い
予
防

効
果
を
示
し
ま
す
。

昨
年
４
月
に「
結
球
あ
ぶ
ら

な
科
葉
菜
類（
キ
ャ
ベ
ツ
を
除

く
）
」（
菌
核
病
）
に
希
釈
倍
数

「
１
０
０
０
倍
」、使
用
時
期「
収
穫

前
日
ま
で
但
し
、
メ
キ
ャ
ベ
ツ
に

シ
ン
ジ
ェ
ン
タ
ジ
ャ
パ
ン
㈱

平
素
は
弊
社
製
品
の
普
及
、
販

売
指
導
に
多
大
な
る
ご
助
力
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
は
新
製
品
、
適
用
拡
大
情
報

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
規
殺
虫
剤
「
ミ
ネ
ク
ト
エ
ク
ス

ト
ラ
Ｓ
Ｃ
」

２
０
２
４
年
４
月
よ
り
販
売
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
本
剤
は
幅

広
い
殺
虫
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
を
有
す

る
２
種
類
の
有
効
成
分
、
シ
ア
ン

ト
ラ
ニ
リ
プ
ロ
ー
ル
（
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ

分
類
28
）
と
ル
フ
ェ
ヌ
ロ
ン（
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｃ
分
類
15
）
を
含
み
、
害
虫
の
複

数
の
生
育
ス
テ
ー
ジ
に
作
用
し
卵

か
ら
成
虫
、
さ
ら
に
次
世
代
ま
で

害
虫
密
度
を
抑
制
し
ま
す
。
登
録

作
物
は
り
ん
ご
、
な
し
、
ぶ
ど
う
、

か
ん
き
つ
、
み
か
ん
、
だ
い
ず
、
え

だ
ま
め
、か
ん
し
ょ
。

だ
い
ず
、え
だ
ま
め
、か
ん
し
ょ

に
お
き
ま
し
て
は
無
人
航
空
機
に

よ
る
散
布
も
可
能
で
す
。

適
用
害
虫
は
モ
モ
シ
ン
ク
イ

ガ
、ハ
マ
キ
ム
シ
類
、キ
ン
モ
ン
ホ

ソ
ガ
、
チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ

マ
、ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
、マ
メ
シ
ン

ク
イ
ガ
な
ど
と
な
り
ま
す
。

殺
菌
剤「
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
粒
剤
」適

用
拡
大

重
要
土
壌
病
害
防
除
に
向
け
て

開
発
さ
れ
た
製
剤
で
あ
り
、
有
効

成
分
は
幅
広
い
殺
菌
ス
ペ
ク
ト
ラ

ム
を
持
つ
ア
ゾ
キ
シ
ス
ト
ロ
ビ
ン

（
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
分
類
11
）
と
べ
と
病
、

疫
病
に
高
い
効
果
を
発
揮
す
る
メ

タ
ラ
キ
シ
ル
Ｍ（
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
分
類

４
）
の
２
つ
の
成
分
が
配
合
さ
れ

た
粒
剤
で
す
。
土
壌
中
の
病
害
を

予
防
す
る
こ
と
で
野
菜
の
表
面
の

や
け
、し
み
、あ
ざ
な
ど
に
よ
る
品

質
劣
化
を
防
ぎ
、
秀
品
率
の
向
上

に
貢
献
し
ま
す
。

昨
年
12
月
に「
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
」

（
べ
と
病
）に
適
用
拡
大
い
た
し
ま

し
た
。
使
用
基
準
は
使
用
量「
９

～
18
㎏
／
10
ａ
」
、
使
用
時
期「
定

植
前
」、
使
用
方
法「
全
面
土
壌
混

和
」。
ま
た
、今
年
７
月
に
は
ね
ぎ

の「
黒
腐
菌
核
病
」
に
使
用
量「
９

㎏
／
10
ａ
」
、
使
用
時
期「
土
寄
せ

時 

但
し
、
収
穫
45
日
前
ま
で
」、
使

用
方
法「
株
元
土
壌
混
和
」で
登
録

さ
れ
、
よ
り
幅
広
く
ご
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

殺
菌
剤「
セ
イ
ビ
ア
ー
フ
ロ
ア
ブ

ル
20
」適
用
拡
大

令
和
５
年
県
農
産
物
輸
出
額

24
億
７
９
６
９
万
円
過
去
最
高

長
野
県
農
政
部
の
発
表
に
よ
る

と
、
本
県
の
令
和
５
年
産
農
作
物

輸
出
額（
推
計
値
）は
24
億
７
９
６

９
万
円（
対
前
年
比
１
２
３
％
）と

な
り
、
平
成
25
年
に
調
査
を
開
始

し
て
以
来
、最
高
額
で
す
。

主
要
な
輸
出
先
は
台
湾
が
12

億
６
１
０
０
万
円
、
香
港
が
７
億�

５
９
７
８
万
円
で
、
こ
の
２
地
域

で
全
体
の
81
％
を
占
め
ま
す
。

品
目
別
で
は
、
ぶ
ど
う
が
12
億

８
２
８
３
万
円
と
最
も
多
く
、
全

体
の
51
％
を
占
め
ま
す
。
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我が社我が社

自慢の自慢の
製品製品

病

菌

の

は

な

し

ト

ピ

ッ

ク

フ
ラ
ン
液
剤

25
ま
た
は
ベ

ン
レ
ー
ト
水

和
剤
も
散
布

す
る
。
生
育

期
防
除
は
展

葉
２
～
３
枚

期
頃
か
ら
実

施
し
、
そ
の

後
も
防
除
間

隔
が
あ
か
な

写真１　幼果での発生


